




















































た教材21点（c, e, f, g, h, j, l, o, p, s, t, u, w, x, y, aa, ad, ah, aj, al, ao）、（B）異性は登場する


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ae）、（C）異性との恋愛要素が盛り込まれている教材 14 点（i, k, m, v, z, ab, ac, af, ag, ai, 
ak, am, an, ap）、に分けることができる。
「友情」「恋愛」の発生や深まりの契機別にみると、怪我や病気が11点（b.c.g.j.t.w.y.aa.
ag.aj.am）、部活動が 9 点（h, k, l, p, s, ae, af, al, an）、特別活動が 8 点（d, i, j, k, n, q, ab, 
ac）、情報モラルが 7  点（a, c, f, l, o, u, x, ao）、受験が 3 点（f, ak, ap）、バ㆑ンタイン 2 点
（m, ai）、その他 1 点ずつとなっている。
（A）について詳細を検討すると、男子間の友情を描いている教材は11点・8 作品（j, o, 
p, s, t=aa, u, y=aj, ad=ah）、女子間の友情を描いている教材は、10点・8 作品（c, e, f, g=w, 










（C）に関しては、恋愛を含め異性との距離の取り方への葛藤に関する展開（k, v, ac, 












































情報モラルについて扱った作品 8  点（a, c, f, l, o, u, x, ao）において、男子が主人公と
















































は共通しているが、3 － 1 の部活動や情報モラルでの描かれ方の男女差も踏まえると、女
子の場合、その過程への関与者の影響力が大きく、友情に生じた葛藤の克服が難しくなる
様子が描かれていると言える。
４．まとめと今後の課題
本稿では、2017 年改訂学習指導要領に基づいた中学校道徳教科書に掲載されている
「友情、信頼」に関する読み物の分析から、同性間の友情のジェンダー表象を明らかにし
た。読み物教材は、同性間の「友情」を意識した教材、異性は登場するが恋愛の要素が盛
り込まれておらず異性間の「友情」を意識した教材に分けることができ、同性間の「友
情」を意識した教材に関しては、登場人物（友情、周辺）数上でのジェンダー・バランス
がとれていたが、部活動上の能力の拮抗、情報モラル、友情への登場人物（周辺）等の点
で男女差が見られた。具体的には、男女ともに同性の二～三者間での友情を深める点は共
通しているが、女子の場合、その過程への関与者の影響力が大きく、友情に生じた葛藤の
克服が難しくなる様子が描かれていた。
本稿の検討を通じて、読み物資料も量的な面でジェンダー・バランスへの配慮がなさ
れ、中学校における同性のグループ化の進行という実態に照らし合わせた内容となっては
いることが明らかとなった。と同時に、中学校道徳教科書には、「友情」のイメージや友
人関係の持ち方、特定の友人と友情を深める際の周辺的な友人との関わり方等の点でジェ
ンダー・バイアスも見られた。すなわち、男子間の友情は、（部活動での「ライバル」関
係に顕著なように、）自律した者同士が力や強さから出発し、成功をめざす友情であるの
に対し、女子間の友情は、（SNSでのトラブルに顕著なように、）ケアを必要とする者、依
存する人間同士の友情が描かれており、その友情の葛藤が昇華されて何かの成功につなが
るようには描かれていなかった。この点は、中学校道徳教科書における、「友情」の持ち
方をめぐる隠れたカリキュラムとなっている可能性が示唆される。共通の成功を目指す男
子間の友情は目的志向的で、学校教育上取り扱いやすいかもしれないが、共有していた関
心対象が失われるとそのつながりが切れやすく、孤立に陥りやすいという側面も指摘され
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中学校道徳教科書の読み物にみる友情のジェンダー表象
ている（辻2015：198-200）。道徳科の指導上において、女子間の友情に見られるケアの
側面の評価をいかに議論の俎上に載せていくかは論点の一つである。
本稿はあくまで少数の読み物の検討に留まったが、今後、友達づくりをめぐるハウツー
や学校外での関係づくりを題材とした読み物資料等、道徳教科書中の異なる側面の検討と
を合わせ見ながら、「特別の教科　道徳」における「友情、信頼」の指導について考察、
構想していくこととしたい。
付記
本稿の執筆にあたり、科研費・基盤研究（C）「社会の形成者としての資質を涵養する
特別活動の積極的な生徒指導機能の実証的研究」（中村豊研究代表、18K02548）の助成を
受けた。
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